


災害時における人や物資の経路 ［補足説明資料1］ R元/11/12時点

至 和歌山県

五條市

野迫川村

天川村

高野町

黒滝村

五條市

下市町

辻堂

殿野

篠原

坪内

天辻

十津川村

至 橋本市 至 奈良県

①市村外からの人・モノの動き
災害時には、五條市や橋本市から、西吉野地区
や天川村の役場等（防災拠点）に支援物資が到
着。

林道の必要性について
毎年、国道・県道・村道・林道の数ヶ所で災害
が発生し、通行止めが起こっている。

殿野坪内線・川股天辻線が繋がることにより、
ルートの選択が増え、迂回路または避難路・災
害時の物資輸送路としての役割が期待される。

②市村内での人・モノの動き
役場等（防災拠点）から集落（避難拠点）への
支援物資の運搬、災害把握等が可能に

②既存のルートが通行
不可になった場合でも、
林道殿野坪内線・川股
天辻線を利用し市村内
を通過しながら他集落
に行くことができる。

高野辻ヘリポート
至 和歌山市

Ｈ23年度
県道高野天川線が通行止

大塔支所

天川村役場川股

Ｈ30年度
県道勢井宗川野線が通行止

Ｈ30年度
県道高野天川線が通行止

Ｈ28年度
国道168号が通行止

西吉野支所

防災拠点
避難所

再評価対象路線
その他道路

林道川股天辻線

林道殿野坪内線

Ｈ23年度
県道篠原宇井線が通行止

○迂回路または避難路としての林道殿野坪内線及
び川股天辻線について

本林道の大半は尾根筋に位置し、谷筋の道と比べ
て経験的に水害などの影響を受けにくい。
また、幅員など道路の規格が小さく、災害発生時、
復旧範囲が小規模となることから、その後の早期
通行が見込まれる。



■費用対効果分析結果の前回再評価時との比較について

表　殿野坪内線、川股天辻線の費用対効果分析結果表　殿野坪内線、川股天辻線の費用対効果分析結果表　殿野坪内線、川股天辻線の費用対効果分析結果表　殿野坪内線、川股天辻線の費用対効果分析結果

参考　殿野坪内線、川股天辻線における選択便益一覧参考　殿野坪内線、川股天辻線における選択便益一覧参考　殿野坪内線、川股天辻線における選択便益一覧参考　殿野坪内線、川股天辻線における選択便益一覧

B/C) 1.06(H26)

1.48(R ) 1.38 H26 1.08 R

B/C
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